
2006年出上の木簡

に
い
ば
り
む
ら
し
も

新
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堀
村
下
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
三
条
市

（旧
南
蒲
原
郡
栄
町
）
大
字
美
里
字
村
下

２
　
調
査
期
間
　
　
確
認
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
～
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
栄
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
武
田
賢

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
～
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
堀
村
下
遺
跡
は
、
蒲
原
平
野

（越
後
平
野
の
一
部
）
を
南
北
に
流
れ
る
信
濃

川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の

時
期
に
は
、
大
面
荘
の
荘
域
の

一
部
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
大

面
荘

は
、

ヨ
ロ
妻

鏡
』
文
治
二
年

（
一
一
人
工０

三
月

一
二
日
条
に
、
「大
面
荘

〈鳥
羽
十

一
面
堂
領
置

と
記

条

　

れ
た
の
が
初
見
で
あ
る
。
平

〓
一
安
時
代
末
期
ま
で
に
成
立
し
た

ぐ

と
み
ら
れ
る
が
、
成
立
年
代
や

そ
の
荘
域
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
。
「新
堀
」
の
地
名
の
初
見
は
、
永
正
七
年

盆

五
一
〇
）
三
月
七
日
付
長
尾
為
景
寄
進
状
で
、
「太
面
庄
内
村
上
分
薄
曽
根

井
新
堀

。
上
条

・
吉
野
谷
」
が
本
成
寺

（現
三
条
市
）
へ
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
確
認
調
査
の
人

一
ト
レ
ン
チ
で
検
出
さ
れ
た
径
約

一
ｍ
の
土
坑
内

か
ら
、
漆
器
椀
な
ど
と
と
も
に

一
点
が
出
上
し
た
。
遺
構
確
認
面
か
ら
約
三

〇
卿
下
の
覆
土
内
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
出
土
状
況
は
、
上
端
が
東
方
向
に
、

下
端
が
西
方
向
に
向
い
て
お
り
、
ほ
ぼ
水
平
の
状
態
で
確
認
さ
れ
た
。
木
簡
の

出
土
地
点
は
本
調
査
の
対
象
外
と
な
っ
た
が
、
本
調
査
で
は
、
溝
状
遺
構

・

堀

・
土
坑

・
井
戸

・
ピ
ッ
ト
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
館
の
中
心
部
付
近
の
堀
か

ら
は
珠
洲
焼
の
悟
鉢
な
ど
が
出
土
し
た
。
そ
の
他
の
遺
物
は
土
師
器
の
奏
、
須

恵
器
の
無
台
杯
、
有
台
杯
、
甕
、
青
磁
碗
、
か
わ
ら
け
、
硯
な
ど
が
出
土
し
た
。

い
ず
れ
も
小
片
の
た
め
、
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「蘇
民
将
来
之
日
日
日
□
」

名
急
々
如
律
令
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
〕『曼
益
契
卜
８
Ｐ

大
き
な
久
損
も
な
く
、
ほ
ぼ
完
形
で
残

っ
て
い
る
。
蘇
民
将
来
呪
符
で
あ
る
。

表
裏
と
も
上
端
部
か
ら
約

一
〇
伽
ほ
ど
が
黒
く
塗
ら
れ
て
お
り
、
特
に

「蘇
民

将
来
」
が
記
さ
れ
て
い
る
面
は
濃
く
、
肉
限
で
文
字
は
全
く
確
認
で
き
な
い
。

「急
々
如
律
令
」
の
方
は
非
常
に
薄
く
塗
布
さ
れ
て
い
る
た
め
、
肉
眼
で
も
判

読
で
き
る
ほ
ど
墨
痕
は
明
瞭
で
あ
る
。
文
字
内
容
か
ら
表
裏
関
係
を
特
定
す
る



こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
便
宜
的
に
塗
布
が
濃
く

「蘇
民
将
来
」
が
記
さ
れ

て
い
る
方
を
表
、
「急
々
如
律
令
」
の
方
を
裏
と
す
る
。
表
面
の

「之
」
以
下

の
部
分
に
は
、
「蘇
民
将
来
」
に
続
く
常
套
句
と
し
て
、
「家
」
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
た
の
か
、
「子
孫
也
」
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
は
判
然
と
せ
ず
、
文
字
数

す
ら
確
定
で
き
な
い
。

文
字
内
容
や
遺
跡

・
遺
物
の
時
期
か
ら
木
簡
は
中
世
の
呪
符
と
見
な
さ
れ
る
。

本
木
簡
と
同
じ
よ
う
に
頭
頂
部
を
長
く
塗
る
例
は
、
新
潟
市

（旧
白
根
市
）
浦

廻
遺
跡

（本
誌
第
二
五
号
）
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
浦
廻
遺
跡
は
青
海
荘
、
本

遺
跡
は
前
述
の
通
り
大
面
荘
推
定
域
で
、
荘
園
を
異
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
頭

頂
部
を
長
く
塗
布
す
る
特
徴
は
、
荘
域
を
超
え
た
広
く
信
濃
川
下
流
域
の
地
域

的
特
徴
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
今
回
出
土
し
た
木
簡
に
塗
布
さ
れ
た
物
質
に
つ
い
て
は
、
表
面
は
濃

く
塗
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
外
線
に
反
応
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
下

に
あ
る
墨
痕
だ
け
が
見
出
さ
れ
る
。
本
格
的
な
化
学
分
析
を
し
て
み
な
け
れ
ば

断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
漆
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

本
木
簡
は

一
点
の
み
で
あ
る
が
、
信
濃
川
下
流
域
の
地
域
的
な
特
色
を
明
確

に
示
す
だ
け
で
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
、
漆
を
墨
痕
の
上
に
塗
布
し
た
木
簡

の
類
例
を
見
出
せ
ず
、
希
少
な
事
例
の
可
能
性
が
あ
る
。
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